
◉ 『緑の牢獄』官方網站：https://green-jail.com/ 

 

 

◉ 3/12 線上活動：與日專書譯者黑木夏子的對談 

活動影像：https://www.youtube.com/watch?v=v1GZ0Mq_ZPQ 

 
 

 

 

 

 

 

 



◉ 3/21 沖繩淳久堂書店舉辦簽書會（嘉賓：三木健、八尾祥平） 

 
 

 
 
 
 
 
 



◉ 3/16-4/30 神保町東京堂書店 特設專區 

 

 

 



◉ 日本 Amazon 「現代日本史部門」排行榜第一（2021/03/21） 

 
 
◉ 日本 Amazon 「歷史（非小說）部門」排行榜第三（2021/03/21） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◉ 3/23 東京《綠色牢籠》紀錄片暨專書完成紀念試映會（嘉賓：野島剛、井

上修） 

 

 



◉ 3/27 沖繩櫻阪劇場 首場映後講座 

 
 

 



◉ 4/1 日本 每日新聞（晚報） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◉ 4/2 日本 東京新聞 

 
 
 
 
 
 
 



◉ 4/2 日本 朝日新聞（社論） 

 
 
◉ 4/3、4/4 東京 ポレポレ東中野 映後座談暨簽書會 

 



 
 
◉ 4/6 日本 日本經濟新聞 

 



◉ 4/10 日本 朝日新聞書評 

 
 
◉ 「な〜るほど・ザ・台湾」4 月號 刊載 

 



 
 
◉ 5/22 與作家 溫又柔共同舉辦書籍線上講座（誠品生活日本橋店内） 
活動報名網址：https://seihin0522midori2.peatix.com/?lang=ja 

 



 
 
 
 
 
 
 
 



◉ 6/1 日本 週刊金曜日 刊載 

 

 

 



◉ 8/16 日本 北日本新聞 

 

 

◉ 8/25 雑誌・越境広場 9 號 刊載 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◉ 9/23 特別短篇《草地火焰》放映暨《綠色牢籠》講座（ROOTH2-3-3） 

 
 

 

 

 



◉ 9/24 《綠色牢籠》簽書會暨講座（イオンモール大牟田） 

 



 

 

 

 



 

 

 

◉ 9/25 非小說創作：淺談《綠色牢籠》電影及書籍（六本松 蔦屋書店） 

 
 

 

 

 



 
 
◉ 9/24 日本 每日新聞 福岡地方版 

 



◉ 9/21-10/30 淳久堂福岡店 特設專區/看板展示 

 

 

 

◉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◉ 10/1 導演們的對談：電影製作及在地電影文化的形成（嘉賓：神保慶政） 
活動影像：https://youtu.be/3da-mkca6Dw 

 
 

◉ 10/1 日本 西日本新聞 

 

 

 

 



◉ 10/1 映後講座暨簽書會（佐賀・シアター・エンヤ） 

 
 

 
 
 
 
 



◉ 10/2 映後講座暨簽書會（佐賀・シアター・シエマ） 

 
 

 
 
 



◉ 10/2 映後講座暨簽書會（福岡中洲大洋映画劇場） 

 

 



◉ 10/2 映後講座暨簽書會（熊本 Denkikan） 

 
 
◉ 10/9、10/10 映後講座暨簽書會（東京 CINEMA Chupki） 

 
 
 
 
 



10/5 東京大學 東亞藝文書院 特別講座 
東京大學網頁報告：https://www.eaa.c.u-tokyo.ac.jp/blog/okinawa-4/ 

 

 
 

 

 

 

第4回 EAA沖縄研究会 
黄インイク監督 『緑の牢獄』上映会 

 
【日時】 
2021 年 10 月 5日（火）13:00～16:00 

【場所】 
東京大学駒場キャンパス 101 号館 11号室 
※感染防止対策のため、関係者限定とさせて頂きます。 

【プログラム】 
13:00-14:45 映画上映 
14:50-16:00  黄インイク監督による講演およびディスカッション 
 
 
＜黄インイク監督プロフィール＞ 
1988年生まれ。台湾・台東市出身。沖縄在住。台湾・政治大学テレビ放送学科卒業、東京造形大学大学
院映画専攻修了。 
2013年より植民地時代の台湾から八重山諸島に移住した“越境者”たちとその現在を横断的に描く「狂山
之海」シリーズを企画。第一作『海の彼方』（2016）は日本と台湾で一般公開し、大阪アジアン映画
祭、台北映画祭ほか、新藤兼人賞「プロデューサー賞」受賞。 
シリーズ第二作となる『緑の牢獄』（2021）は、監督が七年間の歳月を費やした渾身の一作。本作は企
画段階から注目され、ベルリン国際映画祭、スイス・ニヨン国際ドキュメンタリー映画祭などに入選。 

＜作品イントロダクション＞ 
熱帯林に囲まれ「秘境」と呼ばれる西表島。島に
は人知れず眠る巨大な「炭鉱」があった。廃坑を
無秩序に覆う緑、そこを住処とするイノシシの群
れ、そして廃坑を見つめる90歳の老女̶̶橋間
良子。10歳で父に台湾から連れられ、人生のほ
とんどをこの島で過ごした彼女は、たった一人で
誰もいない家を守る。 
眠れない夜には、島を出て音信不通となった子
供、炭鉱の暗い過去、父への問いかけ̶̶忘れた
くても捨てられない記憶たちが彼女を襲う。 
希望、怒り、不安、そして後悔̶̶彼女が人生最
期に放つ静かな輝きが、この一作に凝縮される。 

 



 
 

 



 
 
◉ 10/15 日本 中國新聞 

 


